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１．はじめに

２０２２年の大学の夏季休暇中，大分県内において，九州
以外の地域の大学の学生が大分県内の各地域に入り，
フィールドワーク及びグループワークを通じて地域の課
題解決等に取り組む，「着地型フィールドワーク」（１）と
もいうべき取組がいくつかみられた。
大分合同新聞（２０２２a，２０２２b，２０２２c，２０２２d）によ

ると，２０２２年９月中，大分県内において，県外の大学が
主催する大学生対象の「着地型フィールドワーク」が４
件実施された（表１。本稿で紹介するものを含む。）。こ
のほか同年８月には，大分県別府市内において民間企業
が商店街活性化等をテーマとして大学生向けインターン
シッププログラムを実施した例（２）もみられる。
大学生の着地型フィールドワークは，学生の成長への

効果はもとより，交流人口の拡大による地域活性化及び
観光振興への貢献が期待でき，「着地」である大分県及
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表１ ２０２２年９月に大分県内で実施された大学生の着地型フィールドワーク
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び県内市町村において今後有力な地域活性化策あるいは
観光振興策となりうるものと考えられる。
このような動向の下，日本文理大学（大分県大分市。

以下「本学」という。）は，関西の私立大学である大手
前大学（兵庫県西宮市）と共同で，大分県の観光をテー
マとした合同学生プロジェクト「関西の学生から見たお
おいたの魅力と歩き方」（以下「合同プロジェクト」と
いう。）を，２０２２年８月から１２月にかけて実施した。こ
のうち９月には，大分市及び別府市を活動エリアとして
現地フィールドワークを実施した。
合同プロジェクトは，大手前大学の学生が大分市を訪

問し，地元住民の立場でもある日本文理大学の学生と合
同で，「関西（発地）在住の学生目線でおおいたの観光
地としての魅力を発見する」ことをテーマとして大分市
周辺において現地フィールドワークを行い，その成果を
一般に向けて発表するとともに，関西地区において媒体
（フリーペーパー）を通じて発信しようとするものであ
る。表１に掲げた着地型フィールドワークのうち，大学
間交流事業を兼ねて，着地側である大分県の大学の学生
がプロジェクトに参加する方式で実施されたものは，こ
のプロジェクトのみである。
本稿では，合同プロジェクトの実施内容を紹介すると

ともに，合同プロジェクトに参加した本学学生に対して
実施した質問紙調査の結果をもとに，着地側フィールド
ワークを通じた大学間交流プロジェクトの着地側学生へ
の効果及び運営上の課題について考察する。
なお，合同プロジェクトの運営は，大手前大学からは

現代経営学部 坂元英毅准教授（公共経営）（３）及び同
渡邉公章教授（観光学），本学においては筆者が担当し
た。また，大分市商工労働観光部おおいた魅力発信局
上原秀雄参事補には，合同プロジェクト運営に多大なご
協力をいただいた。本学人間力育成センターを始めとす
る本学関係部署にも，プロジェクト実現へ向けてご尽力
いただいた。合同プロジェクト運営に関わっていただい
たみなさんへ，ここに記して謝意を表する。

２．合同プロジェクトの実施概要

目的
合同プロジェクトは，本学学生と大手前大学の学生が

合同で，ワークショップ及びフィールドワークを通じて
「学生目線から見たおおいたのモデル観光プラン」を立
案することにより，大分県の地域活性化及び観光振興の
一助となるとともに，その活動自体を通じて他地域の大

表２ 合同プロジェクトの全体スケジュール
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学の学生と交流を図るとともに，参加学生の合意形成能
力やプレゼンテーション能力の向上を図ることを目的と
して実施した。

参加学生及びグループ編成
本学からは，学生の正課外活動を支援する「人間力育

成センター」を拠点として地域活動等に取り組む学生７
人及び一般学生１人の計８人（１年生から４年生まで）
が参加した。大手前大学からは，坂元准教授及び渡邉教
授のゼミナールに所属する３年生及び４年生のうち希望
者１９人が参加した。
ワークショップ及び現地フィールドワークは，参加学

生２７人から４グループを編成し，グループごとに実施し
た。各グループは，大手前大学の学生４人ないし５人と
本学学生２人で構成する両大学混成のグループとした。

全体スケジュール
合同プロジェクトの全体スケジュールを表２に示し

た。２０２２年９月１１日のフィールドワークを核として，
キックオフミーティング（８月），事前ミーティング（９
月）及び事後ミーティング・ワークショップ（９月から
１１月まで）を配し，最後に，一般参加者を対象とした合
同成果発表会（１２月）をもって終了した。これらのプロ

グラムは，フィールドワーク以外はすべてオンライン上
で，ビデオ遠隔会議ツールをにより実施した。両大学の
参加学生は，これらの「公式」プログラムのほか随時オ
ンライン上で情報交換しながら，事前の観光プラン案の
作成及び成果発表会のプレゼンテーション案の作成を進
めた。

合同現地ミーティング・フィールドワーク
（２０２２年９月１１日）
合同現地ミーティング及びフィールドワークのタイム

ラインを表３に示した。大手前大学生は，フェリーさん
ふらわあが運航する神戸－大分航路（夜行便）を利用
し，０泊３日の行程で大分へ来訪した。
午前８時，大分市街地中心部に所在する本学施設「日

本文理大学エクステンションセンター」に両大学の学生
が集合し，現地ミーティングを実施した（写真１）。両
大学学生の（リアルでの）初顔合わせ，グループごとの
フィールドワーク行動計画の確認の後，大分市役所上原
氏による行動計画のチェックと助言を受けて，各グルー
プとも順次フィールドワークへ出発した（写真２）。
フィールドワーク終了後，参加学生全員が大分港フェ

リーターミナルに集合。同所で解散式（写真３）を行い，
本学学生は現地解散，大手前大学生は神戸行きフェリー

表３ 合同現地ミーティング・フィールドワーク（２０２２年９月１１日）のタイムライン
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に乗船して，当日のプログラムを終了した。

合同成果発表会（各グループの成果）
成果発表会は，２０２２年１２月１７日，オンライン上で一般

にも公開する形で開催した。
成果発表会における各グループのプレゼンテーション

の概要は表４のとおりである。これらは「関西の学生が
夜行フェリーを利用し，０泊３日で大分市及び別府市を
周遊する」という前提のもとで観光プランを作成し，実
地調査を行ったものである。なお，現地における観光プ
ランの行程は，すべて徒歩及び公共交通機関での移動を
前提としたものである。

写真１ 合同現地ミーティング 写真３ 解散式

写真２ フィールドワーク実施状況
別府海浜砂場足湯（別府市）

表４ 合同成果発表会におけるプレゼンテーションの概要
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３．本学学生に対する質問紙調査の結果

２０２２年１１月２８日から１２月１日までの間，合同プログラ
ムに参加した本学学生８人を対象としてオンライン上の
アンケートフォームを利用した質問紙調査を実施し，対
象者全員から回答を得た。以下，（１）プロジェクトの
運営に関することと，（２）本学学生の成長実感の２つ
の視点から結果を分析する。

プロジェクトの運営に関すること
ワークショップ，フィールドワークその他プロジェク

トの運営に関する事項について５段階での評価を求めた
ところ，その結果は表５のとおりであった。このほか，
表５の大問Ⅰ，Ⅱ，Ⅲごとに自由記述による回答を求め
た。

大問Ⅰ「他地域の学生との合同プロジェクトについて」
では，事前・事後のオンライン活動及び現地ワーク

表５ 質問紙調査（プロジェクトの運営に関すること・５段階評価）の設問及び結果
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ショップで意思疎通及び合意形成が円滑に行われたかど
うかについて質問した。大問の平均点は３．３４点（５点満
点，最低点は１点）であり，他の大問の平均点と比較し
て低位にとどまった。特に設問１「最初のオンラインで
の初顔合わせで打ち解けることができたかどうか」は，
平均点が３．００点にとどまった。
５段階評価と同時に求めた自由記述回答においても，

他大学の学生との交流を積極的に評価する意見がみられ
た一方で，オンラインでのグループワークにおける意思
疎通及び合意形成の難しさを指摘する意見も多くみられ
た。また，オンラインでの活動の予定を合わせるのが難
しかったとの意見もあった。
運営側としては，現地活動の前後にオンラインミー

ティングを開催するとともに，随時オンライン上での情
報交換を促すことによりチームビルディング，意思疎通
及び合意形成を促進する意図があったが，オンライン
ミーティングの活用方法等について課題を残した。

大問Ⅱ「活動テーマ「学生目線から見たおおいたのモ
デル観光プラン」について」は，合同プロジェクトのテー
マとした「大分の観光」についての事前及び事後の関心
について質問した。大問の平均点は４．３１点であり，事前
と事後の関心の差についても大きな差はみられなかっ
た。本学学生にとっても関心を寄せやすいテーマ設定で
あったとみられる。
一方で，自由記述回答においては，テーマや対象とす

るエリア等をあらかじめ絞り込むべき，テーマに関して
本学学生と大手前大学生との役割分担を事前に明確にす
べきとの意見がみられた。活動のテーマを具体的な活動
内容の設計へどのように落とし込むか，及び発地側学生
と着地側学生の立場の違いを踏まえて双方の役割分担を
どのように設定すべきかについて課題を残した。

大問Ⅲ「合同プロジェクト全体の感想について」では，
プロジェクト全体の満足度及び今後同種のプロジェクト
に参加したいかどうかについて質問した。大問の平均点
は４．２５点である。合同プロジェクト全体の満足度につい
ては，１件を除き積極的又は普通とする回答であった。
また，今後同種のプロジェクト（他地域の大学の学生が
大分に来訪するもの及び本学学生が兵庫県を訪問し大手
前大学生と合同で活動するもの）へ参加する意思がある
かどうかをたずねたところ，全員が積極的又は普通と回
答した。
自由記述回答においては，「参加して良かった」「とて

も成長できた。何もないところから課題を見つけていく

作業は大変だったが，先輩と一緒にすることでチームの
大切さを知った」「コミュニケーションを高める活動と
しては一番鍛えられるプロジェクトと感じた」「自分が
大分出身ではないため，事前に調べ，実際に行ってみて
体感することで新しい魅力や観光の仕方を考える機会に
なった」等の積極的評価があった一方で，「本学学生の
打合せの機会がもっと欲しかった」等の運営上の課題を
指摘する意見もみられた。

本学学生への成長実感
合同プロジェクトにより着地側である本学学生にどの

ような効果があったかについて，経済産業省が２００６年に
提唱した「社会人基礎力」（４）概念に示される「３つの能
力・１２の能力要素」に従い成長実感をたずねたところ，
その結果は表６のとおりであった。１２の能力要素のうち
１０項目について，半数以上の学生が「特に成長できた」
としており，合同プロジェクトを通じて学生に一定程度
の成長実感があったと認められる。

４．むすび

大学生の着地型フィールドワークは，他地域との交流
を通じた学生自身の成長に貢献するとともに，交流人口
の拡大，地域住民と異なる視点によるアイデアの獲得な
どを通じて着地側地域の活性化につながる可能性があ
る。本稿で紹介した合同プロジェクトは，着地型フィー
ルドワークに着地側大学の学生が参加する点において，
大分県内において同時期に実施された他のプロジェクト
にはない特色を有するものであった。
質問紙調査の結果からは，着地型フィールドワークに

着地側学生が参加することについて，学生の成長実感の
点において一定の効果が認められた一方，主に次の課題
が示された。

オンラインミーティングの運営
遠隔地の大学が合同で活動というプロジェクトの性質

上，現地活動の前後にオンラインでの活動を伴うことに
なるが，質問紙調査では，オンラインミーティングでの
意思疎通や合意形成の難しさを指摘する意見が複数認め
られた。オンラインでの活動をより有効なものとするた
めには，その運営方法にはさらに配慮及び工夫が必要と
考えられる。

着地側学生にとっての意義
「大分の観光」という同じテーマを共有していても，
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発地側と着地側ではテーマに対する目線が異なる。今回
の合同プロジェクトでは，着地型フィールドワークに着
地側の学生が参加することについて，「遠隔地の学生と
大学間交流を図る」「地元の魅力を再発見する」点にお
いて一定の効果が認められたものの，目線の異なる双方
の学生がそれぞれプロジェクトにどのように関わらせる
かについては，より詳細な検討が必要と考えられる。
着地側学生が参加する着地型フィールドワークの実施

に当たっては，これを単なる大学間交流や観光体験等に
とどめず，着地側学生にとっての意義を明確にし，プロ
ジェクト設計に具体的な形で落とし込む必要がある。

着地型フィールドワーク，共同作業を通じた大学間の
学生交流はそれぞれ学生の成長にとって有用な取組と考
えられるが，これを組み合わせた場合にどのような効果
及び課題が生じうるかについて，今回の合同プロジェク
トの実践を通じて明らかにした。本稿が，大学生の地域
交流及び大学間交流の運営，指導及び支援等に携わる方
の参考となれば幸いである。

注

（１）観光分野において「観光の目的地を「着地」とし，
観光地（着地）側から観光情報を発信し観光客を
迎える観光形態」を「着地型観光」という（才原
（２０１５）p．２１）。これになぞらえて本稿では，他
地域の大学の学生が「着地」である自地域へ入り，
フィールドワーク等を通じて自地域の課題解決等
に取り組むプロジェクトを指して「着地型フィー
ルドワーク」という。

（２）大分合同新聞（２０２２e）。このプログラムは，全国
各地でインターンシッププログラムを展開する東
京都の民間事業者が主催し，全国各地から大学生
２２人が参加したという。

（３）２０２０年３月まで日本文理大学経営経済学部准教授
（４）社会人基礎力についての詳細は，経済産業省

（２０２２）を参照されたい。

表６ 質問紙調査（本学学生への教育効果・社会人基礎力）の設問及び結果
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